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中性子 ス トリーミン グベ ン チマ ー
ク計算 （4）

　 　 　 　 　 　 − MORSE 一

Neutron　Streaming　Benchmark

CaIculation（4）− MORSE 一

伊藤泰義 ・秦　和夫 ・
西原善明 ・金野正晴

　　 深野 宜伸 。辻　正 俊 ・石田正次

　　　　　 昭和53年10月10日

　　　　　　日本原子力学会

　　　　　昭和53年秋の 分科会

　遮蔽計算コ
ー

ドの 評価を 目的 と して ， 設 定さ れ た ベ

ン チ マ
ー

ク 問題 を Discrete　Ordinates 法 お よ び モ ン

テ カ ル ロ 法で 解析を 行 っ た 。 木報 は そ の うち の モ ン テ

カ ル ロ 法に ょ る コ
ー

ド　MORSE ’
で 行 っ た 結果 で あ

る 。

　ベ ン チ マ
ー

ク問題 は二 つ 設定 さ れ て い る。そ の
一

つ ，N −］1−1 と呼 ばれ る ケ
ー

ス は JRR −4 の 水中に 直

円 筒空気ダ ク トを炉心中心 位置に ダ ク 呻 liが 位置す る

よ う に設置 され た もの で ，測定 は ダ ク ト内 ・外 で 反応

率を 測定 して い る。もう
一

つ の ケ
ー

ス ，N 遭
一2 はや

は り JRR −4 で 行 わ れ た もの で 4号炉の 水 巾に 鉄板 と

鉄板 の 間 に空気層 を設 け て，こ の 空気層と鉄 板 前 面

で ， 反 応率を測定 して い る もの で あ る。

　計算値は N 一皿一1 の ダ ク ト内で の 実験値 とか な りよ

い
一致 を示し ， N 一

五
一2 の 鉄板前面で の 値 はかな り良

い 値で あっ た 。 しか し他の 場合は桁で 2〜3桁ぐらい

実験値 と異 な っ て い る 。
こ れ は，

‘
MORSE

’
は手法 と

して Last−collision 法を用 い て ，各測定器 へ の 粒子 の

到達 量 を計算 して い る。従 っ て Ray −Analysis が 有 効

で あ る よ うな領域内で の 値 は精度良く得 られ るが，そ

れ以外で は著しく過 少評価され た値 しか得られ な い の

で あ る。

　 しか しこ れ らの 原因 は本質的 に は発生粒子数 の 不足

に あ る。も し粒子 が 目的 とす る測定位置あ た りまで 充

分に到達すれば精度 もよ くな る と 思 わ れ る。そ こで

tPALLAS −MORSE ’
とい う結合計算を行 っ た。 これ

は
‘PALLAS ’

コ
ー

ドで あ る位置まで 計算を行 い ，そ

の 位置で の 角度束を
‘
MORSE

’
の イ ン プ ッ ト と して

計算を続行す る方法で あ る。そ の結巣 は，
‘MORSE ’

で 直接計算 した ケ
ー

ス よ り， 著し く精度が 向上 した 。

こ の 事 は大 きな体系で の モ ン テ カ ル ロ 法 に よ る計算 に

は結合計算が極め て 有効で あ る事を示して い る．

（108）

〈海洋開発工 学部〉

砂地盤の 海底 に おけるサ クシ ョ ン ・ア ン カーの

　　　　 把駐力に 関す る実験的研究

Experimental　Study　on 　Holding 　Force　of

　 Suction　Anchor 　in　Sandy 　Sea−Floor

　　　　 井上　令作 ・岩井　勝美

　　　　　　　昭和53年 5月

　　　　土木学会論文集　第 273号

　現在 ， 海洋開発 にお い て は， サ ル ベ ージ
， 浚渫お よ

び海洋構造 物 の 建設 な どの 海洋作業 に お い て ，高 い 把

駐力を 有 し，しか も機動性 に とん だ ア ン カーの 開発 が

必要 とな っ て い る。しか し，現在 ， こ れ らの 用途 に使

用 され るア ン カーは重 量 式 が 多 く，重量式ア ン カーは

自重 に比較 して，そ の 把駐力が 小 さ い た め に 非能率 的

で あ る。
サ ク シ ョ ン 。ア ン カー

は， 人為的 に ア ン カ
ー

に 吸 引力 を 与 え る こ と に よ り， 自重 よ り もは る か に大

きい 把駐力 を得 る こ とが で き る 。

　サ ク シ ョ ン ・ア ン カーは，ア ン カー
内部 の 水を強制

排水し，減圧 室 の 圧力 を減圧 す る こ と に よ り，海底砂

層 内に浸透流を生 じさせ ， こ の とき に 発生 す る 浸透水

圧と，こ れ に よ り増加 した砂層 の 有効 応力を主 に把駐

力 と して 利用す る仕組 で ある。

　模型実験で は，ア ン カー
模型 の 寸法 ， 作用 させ る誠

圧力，係留力の 作用方向な どを変化 させ た実験を行 い，

こ れ らの 実験値をもとに 把駐力特性 ， 把駐力の 発生機

構お よび ア ン カ
ー

の 最 適寸法 につ い て 考察 した 。

　得 られ た結果を要約す る と次の 通 りで あ る。

  ア ン カ
ー

の 周 りの 浸透 流は 非 Darcy 流 と な り，

2 次元 Darcy 流の 理 論解 を基 に した 流量計算式で 求

め た流量 の 約70％に相当する 。   サ ク シ ョ ン ・ア ン

カーの 把駐力 は ，

一般 に ，ア ン カー
の 水 11唾 量，ア ン

カ
ー

に 付着す る砂塊 の 水中重量 ， 砂塊の 破tSlgiに 作用

す る 問隙水圧，ス カー
ト周面の 周面摩擦力，砂塊 の 破

壊面に 作用 す る内部摩擦力 の 和として 表わせ る。 

ア ン カ
ー

の把駐力 は，減圧力の
一

次関数と し て 表 わ

せ ，鉛直係留力が作用す る場合の 比例定数 は約O．37と

な る 。   傾斜 して 係留力 が 作用 す る と把駐力 は 誠少

す るが，係留力の 作川点を下げるこ とに より， 少なく

と も鉛直係留 力の 場合 と同等の 把駐力を得 る こ とがで

きる 。   ア ン カー
の 減圧 室 の 高 さ は直 径 の 0．25〜

O．　3 倍 ，
ス カ

ー
トの 長 さ は直径 の O．　2−−O．3 倍付近が

最適 で はな い かと考え られ る 。
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